2012年度 言語学副専攻ガイダンス   　　 　　
2011.3.31
1． 演習科目担当教員について
1. リサ・フェアブラザー（英語学科・異文化間コミュニケーション論)
2. 和泉 伸一（英語学科・第二言語習得研究）
3. 大塚 裕子（英語学科・統語論）＊2016年秋学期就任予定
4. 坂本 光代（英語学科・バイリンガル研究）
5. アンゲラ・リプスキ（ドイツ語学科・誤答分析）
6. 新倉 真矢子（ドイツ語学科・音韻論）
7. 高橋 亮介（ドイツ語学科・語彙意味論）
8. 福崎 裕子（フランス語学科・日仏学術同時通訳）
9. 原田 早苗（フランス語学科・語用論）
10. シモン・テュシェ（フランス語学科・対照言語学）
11. エデルミラ・アマート（イスパニア語学科・ロマンス言語学）
12. 西村 君代（イスパニア語学科・語形成）
13. アントニオ・ルイズ・ティノコ（イスパニア語学科・コーパス言語学）
14. 秋山 真一（ロシア語学科・統語論、コーパス研究）
15. 原 求作（ロシア語学科・ロシア語論）
16. スヴェトラーナ・ラティシェヴァ（ロシア語学科・翻訳論）
17. 市之瀬 敦（ポルトガル語学科・ピジン•クレオール諸語研究）
18. 福井 直樹（言語学専攻・理論言語学、認知科学）　※2016年度秋学期～2017年度春学期　ｻﾊﾞﾃｨｶﾙ
19. 原 惠子（言語学専攻・幼児の言語聴覚障害学）　
20. 加藤 孝臣（言語学専攻・理論言語学)
21. 渡部 良典（言語学専攻・言語教育評価、応用言語学）
22. 吉畑 博代（言語学専攻・成人の言語聴覚障害学）
２．開講科目について
１)言語研究コース開講科目分類
①導入科目　
②コア科目　
③演習科目　
④卒業論文・卒業研究
【言語研究コースでの学びの流れ】
言語研究コースでは、「導入科目」で言語学についての基本的な知識を学んだあと、「理論言語学」「応用言語学」「言語聴覚障害学」「翻訳・通訳科目」の 4領域にわたって120科目以上提供されている「コア科目」で皆さんの多様な言語研究への興味・関心に応じた学びを深めます。3・4 年次で履修する「演習科目」で能動的な研究を進め、「卒業論文・卒業研究」へとつなげます。
言語研究コースを第二主専攻とする場合の履修の流れ(履修モデル)は『外国語学部ハンドブック2016』のp.19を参照してください。モデルに縛られる必要はありませんが、自身の勉強の指針としてください。なお、言語研究コースを副専攻として選択する場合は「演習科目」は必修ではなく（履修はできます）、「卒業論文・卒業研究」は履修できません。

３．卒業論文について
１）登録手続きについて 
①学事センターLOYOLA履修登録期間に以下の科目を履修登録する。
・春学期履修登録期間：「卒業論文・卒業研究Ⅰ」（春学期3単位)を登録する。
・秋学期履修登録期間：「卒業論文・卒業研究Ⅱ」（秋学期3単位）を登録する。 
· 卒業年次に留学から帰国する場合：
「卒業論文・卒業研究Ⅰ」（秋学期3単位）
「卒業論文・卒業研究Ⅱ」（秋学期3単位）の2科目を同時に履修登録する。
 ※Ⅰ・Ⅱを同時履修するには「卒業論文・卒業研究Ⅰ及びⅡの同時履修願」を学部事務室に提出すること。また、留学前から指導教員を決め、卒論執筆の準備をすすめることが望ましい。
②「卒業論文・卒業研究作成届」を提出する。
指導教員と相談の上、「卒業論文・卒業研究作成届」を作成し、5月下旬（例年）に提出する。
※卒業年次の秋学期に帰国する場合は、帰国後速やかに「卒業論文・卒業研究作成届」を提出すること。
２）指導教員について
卒業論文・卒業研究を作成するにあたっては、原則として言語研究コース開講科目にリストされている演習科目を履修し、その演習科目指導教員を主査とすること。
３）提出について
卒業論文を作成し、12月の提出期間中に、学事センター窓口に正本を１部提出する。
４．Q＆A
Q：演習を履修しなくても卒業論文は作成できますか。
A: 第二主専攻として研究コースを履修する場合には、「演習科目」4単位の履修が必要です。卒論作成年次に必ず演習を履修しなくてはならないということはありませんが言語研究コース開講科目にリストされている演習科目を3年次、4年次と続けて履修しながら、演習担当教員を主査として卒業論文を作成することが望ましいです。
Q:「卒業論文・卒業研究作成届」に記載する卒業論文・卒業研究のタイトル・内容は変更可能ですか。
A:「作成届」はその時点での計画内容（タイトル等）をご記入下さい。実際に作成する上で、内容およびタイトルが変更になってもかまいません。
Q：留学を考えています。
A：ほとんどの演習科目は春期・秋期各2単位になっていますので、留学前と帰国後に履修することが可能です。ただし、科目によっては「１を履修したか、1相当の学力があることを前提とする」と条件を設けている場合もありますし、留学前に履修を計画していた演習科目が帰国年度には休講していることもあります。留学を考えている方は、帰国後の履修計画についても事前に検討し、担当教員に相談することをお勧めします。　また、留学先の履修科目によっては演習科目として単位換算ができる場合もあるので、留学前にLOYOLAの掲示などを参照し、条件を確認してください。
　
５．連絡先一覧
	教員名
	研究室
	オフィスアワー
	備考

	西村君代（言語研究コース主任・イスパニア語学科）
	2-816
	木　15:15-16:45
	事前にメールで予約必要

	坂本光代（言語研究コース副主任・英語学科）
	2-922
	木　12:30-13:30
	事前にメールで予約必要
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